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『審議会後のご意見書』に寄せられたご意見

令和８年 ９月２日 （水）

市庁舎６階 第１・２会議室

 別 冊
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◆『審議会後のご意見書』 に寄せられたご意見（要旨）

（１）審議会の進め方について
・審議は２時間程度しかないため、事前に資料を読み込んでいる前提で進めた方がよい。

・審議の前に、会冒頭で目的と進め方を示してほしい。

・会進行自体は、スムーズ（特に気になった点はない）とのご意見が占めた。

（２）議論の在り方と方向性について
・「未来志向」の共有が必要だと感じた一方、議論の方向性が現在に寄っている傾向が

感じられた。

・県グランドデザイン（令和１５年以降）を踏まえ、長期の見通しで議論すべきだろう。

・地域全体で、学科・内容・特別なカリキュラムの創出などを、バランスよく考えることが

求められるだろう。

（３）今後の市立高校に期待することについて
・探究の良さを残しつつ、未来に向けて「選ばれる学校」にするためのスパイスを入れて

ほしい。また探究学習 に加え、アントレプレナーシップを学べる要素があってもよい。

企業や社会人との連携、企業協力や市主催イベント（富士まつり等）への関与などで、

人も街も含めた魅力を感じてもらいたい。
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（４）事務局の説明へのご意見

・「市立対県立」「県立は出しにくい特色」「県立と一線を画す／差別化」といった表現

には違和感がある。差別化を強調するならば、私立高校も視野に入れ、近隣県立の強

みを取り込む発想も必要ではないか。

・地理的要因は如何ともしがたいが、市立高校でも地元から通う生徒が県立他校と比べ

て低い点が大きな課題だ。市内高校生が真に通いたいと思う「わが街の高校」となる

ための具体的手立てを検討すべきであろう。

・進路状況に特徴がないことも改善点。県立学校の掲げる「地域の中で公立学校が果た

すべき３つの役割」を参考に方向性を検討すると良い。分かりやすく言えば、「進学に

強い学校か／就職に強い学校か／誰一人取り残さない学校か」といった方向性の検討

を行い、出口（進路）に関して魅力化できる方策も検討すべきだろう。周辺の県立学校

の強みを取り込み、県教委とも連携を密にしながら進めていく必要がある。

・市立高校についての実績説明は十分だったが、機能していない面や課題等について

共有が不足しているため、こうした現状分析に踏み込む必要がある。
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（５）今後の検討に必要な視点について

•市立の小・中学校（義務教育学校を含む）から市立高等学校へとつながる教育体系は

初等教育から中等教育までを一貫して担う、市の教育の完成形といえる。

•地域経済やコミュニティが抱える課題・ニーズを的確に把握し、市税を投入することへ

の市民に対する説明責任を果たす観点から、それらを市立高等学校の教育にどのよう

に反映させるかが重要である。

（６）関連するデータ等の情報提供について

・「卒業生アンケート」で地元定着率の高さは価値を示している。あわせて、対象の卒業

年次（何年前の卒業生か）や、世代別に遡ったデータ提供ができるとよい。

・市内公立高校（可能なら私立高も）及び県内の他市立高校４校の、過去３年間の生徒募

集データ（定員・合格者・志願倍率など）を求める。

・探究学習の例として「堀川高校」の校名が挙がったが、アントレプレナーシップに限ら

ず、何か参考になる取組を実践している学校の情報を求める。

・教育方針にある「コミュニティ・ハイスクール」の「地域教育」について、具体的にどのよ

うな内容の教育を指しているのか知りたい。
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 （７）その他のご意見

・ 富士市立高校が魅力的であることを、どのように生徒・保護者・地域へ広報するかが

重要だ。

・ 富士市立高校の活性化には、部活動が欠かせない。
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◆ 頂戴したご意見・ご指摘への回答① 事務局の説明について

Ｑ① 市立と県立との間で、「一線を画す」「差別化」といった対立軸は果たし

て妥当な認識か。（むしろ私立高校を念頭におくべきでは） 近隣の県立高校

の魅力化に寄与する要素があれば積極的に取り入れるという発想も必要だ。

Ａ－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

第１回資料では、市税を投入して運営する市立高校の存在意義や独自性を

明確にする趣旨から、「県立高校には打ち出しにくい特色」や「県立高校との

差別化」といった表現を用いて説明しました。

一方で、ご指摘のとおり、富士地区全体の高校教育を考える際には、市立

高校と県立高校を競争関係として捉えるのではなく、各校の強みを生かした

役割分担と協働が必要です。そのため、県立高校との「対立」を強く想起させ

ることのないよう、今後は「役割分担」や「相互補完」といった表現に改めてま

いります。
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作成 ： 富士市教育委員会事務局
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◆ 頂戴したご意見・ご指摘への回答② 現状分析と教育課題

Q② 市立高校の課題や十分に機能していない面などの現状分析に踏み込

まなければ、議論の深まりは望めない。

地域経済やコミュニティが抱える課題やニーズを的確に把握し、市税を投

入することについて市民への説明責任を果たす観点から、それらを自前の高

等学校教育にどのように反映させていくかも重要である。

Ａ－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ご指摘のとおり、第１回審議会は学校の実績紹介が中心となりました。

今回は、市立高校が抱える課題（及び市の現状分析）についてもご提示い

たします。



8作成 ： 富士市教育委員会事務局
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近年の市内公立４校及び県内市立高校の志願倍率

◆ 頂戴したご意見・ご指摘への回答② 現状分析と教育課題
情報提供：県教育委員会高校教育課
資料編集：富士市教育委員会事務局
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作成 ： 富士市教育委員会事務局
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〈参考１〉 ◆本市の産業と就業者の状況

◆ 頂戴したご意見・ご指摘への回答② 現状分析と教育課題
出典：静岡労働局「雇用に関する統計資料(月報)」

（令和7年1月～12月）から1年間の平均値を算出
編集：富士市教育委員会事務局
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〈参考２〉 ◆本市の女性有業率
出典：総務省「就業構造基本調査」
編集：富士市教育委員会事務局
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〈参考３〉 ◆富士市の若い世代の社会増減の推移

◆ 頂戴したご意見・ご指摘への回答② 現状分析と教育課題

出典：富士市住民基本台帳システム
編集：富士市教育委員会事務局
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〈参考４〉 ◆外国人雇用の状況

雇用事業所の規模が大きいほど外国人雇用が多く、採用前インターンシップの活用も

行われている。特に本市ではベトナム人が最大の構成になっている

出典：令和６年度富士市賃金実態調査
編集：富士市教育委員会事務局
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◆ 頂戴したご意見・ご指摘への回答③ 情報提供

Q③ 「アントレプレナーシップを学べる市立高校」は、魅力的な構想だが、この

点に限らず、事務局から提示されたＢ案に関連して、参考となる取組を展開し

ている高校があれば、ご教示いただきたい。

Ａ－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

提示したＢ案に関連する参考の一助モデルとして、事務局では次の高校の

取組に注目しています。

【アントレプレナーシップ教育 実践校例】

県立伊豆伊東高等学校、県立横浜南陵高等学校、県立麻生総合高等学校

（私立）聖隷クリストファー高等学校、金沢高等学校（石川県） ・・・ など

【産業人材の育成・企業や地域連携 実践校例】

県立浜松城北工業高等学校、県立掛川工業高等学校

（私立）麗澤瑞浪高等学校（岐阜県） ・・・ など
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学校 主な特徴 事務局２案との関係
（２案要素の重複もあり）

県立伊豆伊東高校

地域課題をビジネスプラン化し、計画の作成、企
業・自治体との協議、試験実施、事業化までを視野
に入れた実践型の課題研究を実施

（Ｂ案）アントレプレナーシップ教育
（Ｂ案）地域産業創造
（Ａ/Ｂ案）実学教育

県立横浜南陵高校

（神奈川県）: 「次世代地域創生アントレプレナーシッ
プ教育 産学官連携重点拠点校」に選定され、探究
学習を高度化

（Ｂ案）アントレプレナーシップ教育
（Ａ案）探究学習の深化

県立麻生総合高校
提案研究校としてアントレプレナーシップのカリ
キュラムや評価指標の開発に取り組んでいる

（Ｂ案）アントレプレナーシップ教育
（Ａ案）探究学習の深化
（Ａ案）探究学習の評価指標の確立

（私立）
 聖隷クリストファー高校

独自のアントレプレナーシップ・クラス、ＰＢＬ、大学
や企業連携

（Ｂ案）アントレプレナーシップ教育
（Ａ/Ｂ案）エンパワーメント

県立浜松城北工業高校
起業と学校が協働するロボティクス・デジタル教育 （Ｂ案）産業人材の育成

（Ａ/Ｂ案）企業や地域連携の在り方
（Ａ/Ｂ案）高大産官の連携

県立掛川工業高校
３Ｄプリンター、ロボット、企業・大学連携、ＤＸ人材
育成

（Ｂ案）産業人材の育成
（Ａ/Ｂ案）企業や地域連携の在り方
（Ａ/Ｂ案）高大産官の連携

（私立）

麗澤瑞浪高校（岐阜県）

「アントレプレナーシップコース」を新設し、主体的
に未来を創り出す力を育成。

（Ｂ案）アントレプレナーシップ教育
（Ｂ案）地域産業創造
（Ａ/Ｂ案）企業や地域連携の在り方
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〔第１章〕 その他のご質問への回答

ご意見ご質問 事務局からの回答

・教育方針：コミュニ
ティ・ハイスクールに
『地域教育』とあるが
具体的にどういった
内容の教育なのか
説明がほしい

地域社会で主体的に活躍する生徒を育てることを教育目標とし、地域の人たちの出
会いやふれあいの場を作り、地域社会との連携を強めています。
＜教育活動の拠点として交流事業＞
◆人工芝で遊ぼう・・・保育士希望者・スポーツ探究科が、未就園児と人工芝Gで活動
◆多世代交流サッカー・・・・NPO法人富士スポーツクラブ共催、年齢を問わず気軽に

サッカーを楽しめる環境を提供する活動
◆吹奏楽部による地域交流
・わくわくコンサート （地域幼稚園児を招いたコンサートを実施）
・中学生対象の技術講習練習会 （プロ講師の招聘、中・高生吹奏楽部員合同練習）
◆ビジネス部「出張販売」・・・市内児童クラブや福祉施設、地域行事等で出張販売
◆その他の地域交流事業
・「Englishで歩こう」の開催 や パブリックビューイングなど

・部活動の重要性に
ついてのご意見

富士市立高校の魅力化に向けては、部活動を教育活動全体の中でどのように位置付
け、その充実を図っていくかを検討する必要があります。一方で、部活動の指導に当
たる教職員の働き方改革にも配慮し、特定の教職員に過度な負担が生じることのな
い、持続可能な運営体制の構築についても併せて検討していく必要があると考えま
す。

・「卒業生アンケー
ト」の卒業生（対象
者）とは？

富士市立高校事務室に依頼し、１期生～９期生までの卒業生（延べ１８００人）対象に
アンケートを実施しました。現在３０歳～２２歳の方が対象となります。
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